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　朝 日 山地 南西域 と栗子 地域の 花崗岩類の

Rb − Sr含有量 　　棚 倉構造 線の 北 方 延 長（1）

丸山孝彦
＊ ・小島秀康

＊ ・金谷　弘
籾

　　Rb　and 　Sr　contents 　in　granitic 　rocks 　of 　the　southwestern 　area 　of　the

Asahi　mountainland 　and 　the　Kuriko 　area ，　Northeast　Japan　　On 　the

northern 　extension 　of　the　Tanakura 　Tectonic　Line（Part　l）一

Takahiko　MARuYAM ぺ 　Hideyasu 　KoJIMA ＊

and 　Hiroshi　KANAYA ＊ ＊

Abstract 　Pre −Tertiary　rocks 　are 　sporadically 　distril〕uted 　 as 　the　basement　complex 　 of

the　Neogene 　 and ／ or 　Paleogene　formati（ms 　in　the “Green　tuff　regiQn
”

of 　Northeast　HQn −

shu ．　 These　pre−Tertiary　rGcks 　are 　mainly 　composed 　 of　 Cretaceous　granitic　rocks 　and

are 　associated 　 with 　some 　 metamorphic 　rocks ．

　The 　authors 　s亡udy 　magnetic 　susceptibility
，
　facies　 change

，
　 Rubidiuln　 and 　 Strontloum

con むents ，　and 　Rb 呂
ワSr86　ratio 　 of 　the　granitic　rocks 　of 　the　southwestern 　 area 　 of 　the　Asahi

Moulltainland　and 　the　Kuriko　area ．　 As 　the　result ，　the　following　facts　are 　shown ：

（D　Granitic　rocks 　of　the　both　areas ，　except 　 massive 　 adamellite 　 of 　 the　 soutnwestern

area 　of 亡he　Asahi　Mountainland，　belong　to
“ilmenlte　series ”

according 　to　the　clag．　si　ficat−

iQrl　by　KANAYA 　and 　Isl．HIIARA （1973＞．

（2〕　There　is　a　strong 　correlation 　bet“ ・een 　facies　change 　 and 　 illller　 structure 　 wl 亡hin　the

granitic　rocks 　which 　are 　not 　subjceted 　to　secondary 　deformatiQn　or 　metamQrphism ．

（3） Rb 　 and 　Sr　contents 　are 　differen亡between　the　b（》th　areas ．　 This　difference　may 　show

that　the　source 　 materials 　of 　the　granitic　rocks 　are 　different

between 　the　both　 areas ．

（4） Judglng　from　the　histogram　of　the　Rb δア1Sr36　ratio ，　the　granitic　rocks 　of　the　Kuriko

area 　and 　the　o！der−type　granitic　rocks 　of　the　southwestern 　area 　of　the　Asahi　Mountain．

land　are 　similar 　to　those　of 　the　Abukuma 　plutbnic　recks ，　but　the　younger −type　granitic

rocks 　of 　the　latter　 area 　are 　simjlar 　to　those　of　the　Ryoke 　plutonlc　belt．

　　　　　　　　　　　 は　 じ　 め 　 に

　東北 日本 の 変成岩類 ，中
・
古 生 層，お よび 深 成岩

’

類 は，北 ヒ山 地 ・阿 武 隈 ti［地 ・グ リーン タ フ 地 域 に

広 く分布
．
して い る ，こ れ らの 中 で ，北 ．ヒ・阿 武 隈 山

地 は ま と ま っ た 地 質区を構成 し，多くの 研 究が な さ

れ て い る．そ れ に 対 して，第三紀層 の 基盤 をなして

グ リ
ー

ン タ フ 地．域に 分布す る もの は ，ブ ロ ッ ク化 さ

・秋 旧 大学鉱LII学部鉱 山地 質学教室 　Institute　of 　Mining

　 Geology，　Mining 　Col［ege ，　Akita　University，　Akita，
　 OIO　Japan
紳通産 省地 質調．査 所 　Geological　Survey　of　Japan，
　 Hisamoto　135，　Takatsu−ku，　Kawasaki，213　Japan

れ，また 新 第三 紀 層や 第 四 紀 火 山 に お お わ れ て い る

た め，先第三 紀 の 構造区 と して の 性格 が ト分 明 らか

に さ れ て い ない ．に もか ・ わ らず，グ リーン タ フ 問

題 の 解 明 の 際 に は，基 盤 構造 の 解 明 の 重 要 「ノ［iが 強調

さ れ，不
一1．分 な 資料 を もと に ，多くの 研究

．
者に よ っ

て 議論 が なされ て きた （た と え ば，渡辺
．
万 次 郎，19

50，　f度辺 岩ガ
：tまカ

ユ，　1955，　宮城，　196】，　1亀騒奪辷，　1969，

な ど）．一．
方，黒 田（1963），島津 （1964）は，それ ぞ

れ，グ リーン タ フ 地 域 の 変成岩 ， 花崗岩 に 力 点をお

い て ，地体構造区分を総括的 に 行 な っ た．こ の 両者

に よ る 構造 区 分 は，そ の 後 細 か な 部 分 で の 若 干 の 修

止 は あ る もの の
， 基本的 に は 攴持 さ れ て い る．
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　一方，礒見
・河 田 （1968），吉田 （1975）らは，

先第三紀 の 西南 日本 と東北 日本 の 境 界が 棚 倉破砕帯

で あ る と提唱 し た．こ の 考え は，河野
・
植 田 （1967）

に よ る 花崗岩類の K − Ar 年代 分布，金谷 ・石 原 （19

73） に よる 花崗岩類 の 帯磁率の 変化 ， 西南 日本 内帯

の 濃飛 流紋岩 に 対比 される酸性火 山砕屑岩類 の 分布

（矢内，ユ972，1973，高浜，1972，矢 内ほ か ，1973），

柴 田 ・石 原 （1977）に よ る 白亜紀以降の 塩基性深成

岩類 の Sr87／Sr86初 生値，蟹沢 （1976）に よる造岩

鉱物 に よ る 検討 な ど か ら支持さ れ て い る．

　筆者 らは ，阿武隈高原 に 分布す る花崗岩 の 研 究 を

進 め る と共 に，そ の 北方延 長部 が どの ように 続 い て

い るか に 興 味を もち，東北 日本の グ 1）　一ン タ フ 基盤

の 研究 を進 めて い る．本論文 の 目的 は，棚倉破砕帯

の 北方延 長部近傍の 山形県 ・新潟県境 の 朝 日 山 地 の

一部 （第 1 図中の 1 ），お よび 山形県 ・福 島県境 の

：
　
　

第 ユ 図．東 北 地 方 南部 の 花 崗岩 類 の 分 布 と 調査 地 域．
a は 小規模 花 崗岩 体 、bは 大 規模 花 崗岩 体 （又 は岩 体 ）帯

を示 す．太 実線は 磯 見 （1968）に よ る 先第三 系構 造区分

の 境 界 線 を示 す （A は 足尾 帯 ，
B は阿 武隈 帯 ，

C は 北 上 帯）．
破 線 で 囲ん だ 地 域 1 は 朝 日 山地 酉 南域，2 は 栗 子 地 域．
Ak …秋田 市，　 F…福島市，　 Mi…水 戸 市，　 Mo …盛 岡市，
N …新 潟 市，S…仙 台 市，　 Y …山 形 市．

栗子地域 （第 1 図中の 2 ）の 花崗岩 類 の 待［生を，主

と して微 量 元素の Rb，　Sr含有量か ら t 南部阿武隈高

原 の 花 崗岩類 の もの と比 較 検 討 す る こ とに あ る，

　本研究 を進 め る に あ た り，秋 田大学鉱山地質学教

室加納博博士 に は 多くの 御教示 と御 批 判 をい た だ い

た．日頃お世話 に な っ て い る朝 日団体研 究 グル
ープ

か らは 貴重 なサ ン プ ル を提供 して い た だ き，ま た 未

公 表 資料 の 引 用 をさせ て い た だ い た．また，総合研

究代表者 の 山 口 大学村上允英博士 ， 東北地区世話人

の 東北大学 の 蟹沢聰史博 士 に は 大変 お世 話 に なっ た ．

以 上 の 方 々 に 厚 く感 謝 す る次 第 で あ る．な お，本 研

究 の
一

部 に は 文部省科学研 究費補助金を使用 した．

　　　　　 朝日山地 南西部 の 深成岩類

　朝 日山 地 の 先第三 系 基 盤 岩 類 は，東北裏 日本 に 分

布す る もの と しては ， 最大の 規模 （南北約 45km，東

西約25km）を有す るもの で，主 として は ん れ い 岩類，

閃緑岩類，花崗岩類，白亜 紀後期酸性 火 山砕屑岩類，

古生層お よ び 「古生層」 起源 の 変成岩類 に よ っ て 構

成 されて い る．こ の 地域 の 研究 は ， 小倉 （ユ957），

CHIHARA 　（1959，　1963）　，　今 E琶　（1964，　1971）　，　島

津 （1969）， 矢内 ほ か （1973），茅 原 ・
青 木 （1975）

等 に よ っ て な され て い る もの の
， 地形 が 急唆な た め

入 跡未踏 の とこ ろ が 多 い ，筆者 らは こ こ 教年 来朝 日

団体研究 グル
ー

プ の
一

員 と し て 朝 日 山地 の 内で ，新

潟県三 面川源流部 お よび 由 形県荒 川 源 流 部 地 域 を 精

査 して きた ．詳細な岩石記載 ・岩石構造 に つ い て は

近 く公 表予定 の た め，こ こ で は 概略 の み を述べ て お

く．

　朝 日 山地 南西 部 は
， 第 2 図 に 示す よ うに

，
NNW −

SSE 方向 に 分布する
1
占生 層起源 の 低度変成岩 （泥岩

起源 の もの が 多 く， 若干 の 砂質岩起 源 の もの を含む ）

に よ っ て ，西側 と東側 と に 二 分 さ れ る。すな わ ち 西

側 で は，花 崗閃緑岩 お よ び ア ダ メ ロ 岩 か ら構 成 さ れ，

東側 で は塩基性深成岩類 ， 強片麻状花崗閃緑岩 ， 片

麻 状 花崗閃緑岩〜ア ダ メ ロ 岩，片麻状花崗閃緑岩，

弱片麻状花 崗閃緑岩，粗粒斑状閃雲花崗閃緑岩〜ア

ダ メ ロ 岩，塊 状 ア ダ メ U 岩 か ら 構成 され る ．前者 を

三 面複合岩体 ， 後者 を朝 日複合岩体 と命名する．

　1．三 面複合岩体

　三面複合岩体 は，低度変成岩の 西 側 に 広く分布 し

て い る が ，こ こ で は 三 面 川 流域 の もの に つ い て 述べ

る．

A ．片状閃雲花 崗閃緑岩

N 工工
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△ BA

　
　
　

ど
L

」、

　　　　・ 二・ ∵ 9［7 ］1・［】 11「】 12［憂］13羅va　・4WW 　15［π
第 2 図．朝 日 山地 西 南 部 の 地 質 図 （朝 日団体 研 究 グル ー

プ 事務 局ニ ュ
ー

ス ，1975よ り借 用 ）．
1 …第三 紀 層，2 …花 崗斑 岩，3 …片 状 閃雲 花 崗閃緑 岩 （三 面 複合 岩体 ），4 …3 の 中 で圧 砕 構 造 が 卓 越 して い る部

分，5…片状 黒雲母 ア ダ メ ロ 岩 （三 面 複合 岩体 ），6 …塊状 ア ダ メ ロ 岩 （以
一
ド13まで 朝 日 複合 岩体 ），7 …変 成 溶結

凝 灰 岩， 8…粗 粒 斑 状 花 崗閃 緑岩，10…片 麻状 花 崗閃緑 岩 〜ア ダ メ ロ 岩，1110…片 麻状 花 崗 閃 緑岩 〜ア ダ メ ロ 岩，11
・片 麻 状 花 崗閃緑 岩 ，

12…強 片 麻 状 花 崗閃緑岩 ，
ユ3…塩 基 性

〜
中性 深成岩類，14…「

古生層」起 源 変 成 岩 類，／5…断層．
BA …化 穴 山，　 GE …

ゲ タ 倉峰，　 HA …
桧 岩屋 山，　 HI…平岩 山，　 IT…以 東 岳，　 IW …祝瓶 山，　 KA …寒 江 山，　 N工…西 朝

日 岳，OA …大朝 日岳 ，
　 OJ…大上 戸 山，　OTA …大玉 山，　 RA …荒 川 ，

　RI…岩井又 川，　 RM …三 面 川，　 RS …末沢川，　 RY
…竜 門 山，SB…

柴倉 山，　 SH …独 立 標（863m ），　 SK …黒倉沢，SKA ・・金堀 沢，SN …中の 俣沢，SO …袖朝 日舟，ST …竹

の 沢，SU …
巣戸 々 山．
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　 （分布）本岩体 の 東側周縁 に 沿 っ て ，変 成 岩 と密

接 に，三 面 川 上 流 域 か ら岩井 又 川 下 流 部 に か け 分 布

し， その 南側 で は 第三 紀層に 不整合 に お お わ れ る．

　 （岩柑）最 も代表的な岩柑 は，中一細 粒 の 片状 閃

雲花崗閃緑岩で あ るが ， 変成岩 に 近づ くに つ れ 圧 砕

度 が 増 し， 強片状花崗閃緑岩 か ら ポー
フ ィ ロ イ ド様

岩，ヘ レ フ リ ン ダ様岩に 漸移す る．圧 砕作用 が 著しい

部分 は，本 地 域 の 北西 延長部 に 分布す る 日本 国片麻

岩 と類似 して い る．有色鉱物 は ほ と ん ど 緑 レ ン 石 化

や 緑泥 石 化 して お り，後述 の 朝 日 複合岩体 中の 圧 砕

岩類 とは 異な る．

B．片状 黒雲母 ア ダ メ ロ 岩

　 〔分布）本地域 の 西部，三 面川右岸 に 主 と して 分

布 し ， 南部 で は 岩井 又 月1ド流部 に も露出 して い る．

　 （岩相）粗粒 の 片 状 黒雲母 ア ダ メ ロ 岩 か ら な り，

岩相変 化 に 乏 し い ．本 岩 の 特 徴 は ，石 英 が 著 し く レ

ン ズ 状 に伸長 し，煙色 を呈す る．ま れ に 正 長石 の 自

形斑晶
1
を含 む．

2．朝 日複合岩体

　朝 H 複合 岩体 は，低度変成岩 の 東側 に 広 く分 布 し

て い る が ， こ こ で は 三 面川 源 流域 と荒川源流域 の も

の に つ い て 述べ る．

A ．塩 基 性
〜

中性 深 成岩類

　 〔分布）寒江 山 か ら西朝 日 岳の 主稜線 ， 岩井又 川

上流部 ， 末 沢 川 最上流部な ど に ま と ま っ て 分布す る

ほ か，竹 の 沢最上流域 や 荒川 ヒ流域 な ど に も小 規 模

に 分 布す る．

　 〔岩相 ）細 粒 〜中粒 の 含黒雲母 ・角閃石 は ん れ い

岩，閃緑岩 を主 とする優 黒 質岩 で あ る．と き に 数 cm

に も達す る角閃石 巨 晶 を含 む ペ グマ タ イ ト質の 音ll分

もあ る．全体的 に 塊状 の 部分 が 多い が ，細粒柑 の 卓

越する北部 で は，角閃石 の 配列 に よる片状構 造が 観

察 さ れ る．こ の 他に ア ル カ 11 艮石 を全 く含 ま な い 片

状 中粒 の 含黒雲母角閃石 ト
ー

ナ ル 岩 が はんれ い 岩や

閃緑岩 rトに 貫入 して い る．また 中
〜

細粒 の 花崗閃 緑

岩 が し ば しば L記岩石 中に 貫 入 して ， 混 成岩様を 呈

す る こ ともあ るe 今 田 （1971）の 酋朝 日型 に 対 応す

る．

B．強片麻状花崗閃緑岩

　 （分布 ）大上 戸 山東側 か ら寒江 山の 稜線沿い ，岩

井 又 川 中〜上流部，末 沢 川 上 流部 に か けて 分布す る

ほ か ，竹 の 沢上 流部や 荒 川 L流部に も捕獲岩状 をな

して 産す る．

　 （岩相 ）従来 朝 日型 と一括 され て き た （今 田，19

64，1971）が ，本岩 は 圧 砕作 用 に よ る 片麻状構造 が

一
つ の 特徴 で あ る．また

， 角閃石 が 細粒な黒 雲母 の

集合体 に 置 換さ れ，ま た 石 英 が 細粒 な モ ザ イ ク状集

合体 を示す こ とか ら，熱変成作用 をうけ た と考 えら

れ る ．源岩 の 組織 は ほ と ん ど残 っ て い な い が ，閃雲

花崗閃緑岩起源 の もの で あ ろ う．

C．片麻状花 崗閃緑岩 〜ア ダ メ ロ 岩

　 （分布 ）大朝 日 岳
一

平岩 山
〜

大 玉 山に か け て の 稜

線付近 に の み ，ほ ・
tt
南北 に 分 布す る．

　 （岩相 ）岩相変化 が 著 し い が ， 代表的な もの は ，

大朝 日舟周辺 ， 大玉 山付近 に 分布 する片麻状 閃雲花

崗閃緑岩と，平岩 山付近 に 分 布す る優白質，片麻 状

の 含角閃石 黒 雲母 ア ダ メ ロ 岩で あ る．両 者は 漸移関

係 に あ t〕，ほ ・’　NE − SW の 軸方向をもっ 背斜状 （碚属

分 に ア ダ メ ロ 岩が 分布す る．本岩中に は ，黒雲母片

麻 岩 又 は 注 入 片麻 岩が 捕獲岩 と して 含 ま れ る．今 田

（1964）に よ る大 朝 日 型 に 対応す るが ，野外 の 産状，

鏡下 で の 組織 か らして マ グ マ 起源 の もの で ある．

D ．片麻状 花 崗閃緑岩

　 （分 布）以東 沢 中〜下 流部，竹 の 沢 ヒ流部 ，黒倉

沢上流部 ， 岩井又川中流部 に か けて，変成岩 と密接

に 伴 な っ て，その 東側 に 分布する．

　 （岩相）本岩相 は 中粒一粗粒 の 黒雲母角閃石花崗

閃緑岩に 代表 さ れ る もの で
， 今 田 （1964） に よ る 大

朝 目 型の ように は 著 しい 岩相変化 を伴 なわ な い が ，

部分 的に は ア ダ メ ロ 岩質に な る こ と もあ る．本岩 は

古生 層 と の 接触部付近 で 著 しい 圧 砕作用 を受 け て い

るが ，古生層 の 西側 に 分 布す る花崗閃緑岩 に 比 較 し

て 小規模で あ tr〕，ま た 変質作用 も弱 い ．今 田（1964）

に よる 朝 日型 の
一

部で ある．

E ．弱 片麻状 花崗閃緑岩

　 （分布）荒 lri中流部に の み 本地 域 で 分布す るが ，

大朝 日岳東側 の 朝 日鉱泉周辺 に 分布す る 岩相 と酷似

する．

　 （岩 相 ）岩 相 変 化 に 乏 し い ，均 質 な 岩 石 で あ る。

角閃石 が 自形 結 晶 を示 す こ と や
，

片 麻状構 造 が 弱 い

こ と な ど が，前述 し た 片 麻 状 花 崗閃 緑岩 と異 な る 点

で ある．今 田 （1971＞ に よる朝 日型 の 代表的な岩相

で あ る．

F．粗粒斑状花崗閃緑岩 〜ア ダ メ ロ 岩

　 （分布 ）本地域北東端 に 位置する 以東 岳を中心 に ，

以 東沢 上流，金 堀 沢上流，以東 舟か ら寒 江 山北側 に

か け て の 主稜線沿 い に 分 布する．

　 （岩 相 ）本 岩 は，淡 紅 色 を呈 す る 自形 性 の 強 い 微
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斜 長 石 の 斑 状 結晶 （長 さ 2 〜3　crnが 普通 ）をもつ ，

本地域 で は 独特 な岩相 で あ る．ま れ に 2 − 3cmの 灰

曹 長 石 の 自形 結 晶 を含 む こ と もあ る．一
般 に 微斜長

石，石 英 ， 黒雲母 ， 角閃石 の 配列 に よ る 片 状構造 が

み られ る．今 田 （ユ964 ）の 以東 型 に対応 す る。

G ．塊状 ア ダ メ ロ 岩

　 （分 布 ）本地域南東部 の 末沢川中流，荒 川中流，

祝瓶 山に か け て，NW − SE 方向 に 分布す る．

　 （岩相）肉眼的に は 岩相 の 変化 に 乏 しい ，淡紅色

の 他形 をなす微斜長石 を斑状 に 含 む，全体 と し て は

帯緑色 の 中
〜

細粒 の 含角 閃 石 黒雲母 ア ダ メ ロ 岩 で あ

る．本岩中に は ， しば しば
， 変成溶結凝灰 岩．（高浜，

1972 に よる朝 日流紋岩類 と同質の もの ）が 捕獲岩と

し て 含 まれ る．こ の ア ダ メ ロ 岩 は，調査地 域の 深成

活動の 中で は最終 ス テ
ー

ジ の もの で あ る．後述する

ように，変成溶結凝灰岩 と共 に本岩は 磁鉄 鉱系列 に

属 し，本地 域 で は 異質の 岩石 で あ る，

　　　　　　 栗 子 地 域 の 深成岩類

　栗 予地 域 に 分 布す る栗子複合花崗岩体 は，福 島，

山形，宮城県境 の 脊稜地域 に，グ リーン タ フ の 基盤

と して 独 立 に 存衣す る．露出規模は ， 南北 25km に わ

た る．周 闕 の 第三 紀層 とは ，観察 さ れ た 限 ト）に お い

て は，断層関係 で 接する．

　本 地 域 の 先第三系基盤岩類 を構成す る岩石は，阿

武隈高原 に 分布す る御斎所変成岩に そ の 変成度 か ら

対
．
比 さ れ る変 成 岩 類 （小 島，1978MS ），接 触 変 成

作 用 を受 け た 「占生層」 起源 の 片状 ホ ル ン フ ェ ル ス

（菅井 11974 ）
・ ，蛇紋岩，花崗岩類 で あ る．こ れ ら

の 中で 花崗岩類 が最 も広 く分布 して い る （第 3 図）

こ の 地 域 の 花崗岩類 に つ い て は詳細 な 記載は な い が，

注 目に 値す るの は，TOMITA （1954）が 花 崗岩中の ジ

ル コ ン の群色 が 紫色 を示す こ とか ら，先 カ ン ブ リア

紀 の 花 崗岩 と して位置 づ け た こ とで あ る．また ，野

中ほ か （1978）は ，
こ の 地 域 の 基盤岩 類の 研究 か ら

い くつ か の 知見 を述 べ て い る が，そ の 中 で 特 に，変

成岩地 域 の 川 砂 か ら十 字石 を 検 出 し た こ とは ， 阿武

隈変成 帯の 解 明の 上 で 注 目すべ き こ と で あ る．

　本地 域 の 花崗岩類 は，閃雲花崗閃緑 岩を主体 とす

る 栗子 型 花崗岩 と，ア ダ メ ロ 岩質 の 稲 子 型 花 崗岩 と

に 大別 され ， 後者が 栗子 型花崗岩 中に 貫 入 して い る．

1． 栗子 型花 崗岩

半

　 菅井 〔1976｝は，こ の ホ ル ン フ ； ル ス か らK − Ar全岩年

　 代 86my．を報告 して い る．

　栗子 型 花崗岩 は ，こ の 地 域 の 主体 をな し， 南北 25

km，東西約 10klnの ，南北 に 延 び た 岩体 で あ る．岩相

は ト
ーナ ル 岩か らア ダ メ n 岩ま で変化す るが ，主要

岩相 と し て は 片 状 構造 の 良 く発 達 した 閃雲花崗閃緑

岩で ある ．岩相分布と こ の 片状構造 に よる岩体 の 内

部構造 とに 密接 な 関係が 認 め ら れ る の で，ま ず構造

に つ い て 述 べ る．

A ．構．造

　第3 図 の 地 質 図 中に代表 的 な面構造を示 した が ，

こ れ か ら もわか るように 鳥川中流域以北 で は NNW
− SSE に 伸長方向 をもつ

一
つ の 背斜構造 が 認 め られ

る．鳥川 中流 域 以 南 で は ， その 伸 長方向 は NW − S

E に 方向 を転 じ， 南部 に 行 くに っ れ て，N − S方向に

な る，また鳥川 L流域 や 横川最一ヒ流部 で は ， 盆状購

造 〔東部 ）と，南 に 開 い た 盆状構造 〔西部） とが 存

在す る．

B ，岩相及 び 分布

　花崗岩類 で最 も優黒質な ， 粗粒 片状 の 黒雲 母角閃

石 ト
ー

ナル 岩 は ，分布 が 限 られ ，背斜 部西 翼の
一

部

と，烏 川 中流 か ら横 川 中流 に か け て の 背斜 構造 と盆

状 構造 の ほ ぼ 中間 に分布する．

　粗粒
〜

申粒 の 片 状角閃 石 黒雲 母 花崗閃緑岩は ， 北

半部 で は背斜 の 西翼 と 束翼 に，また 南半部 で は 背斜

構 造 と盆 状 構造 と の 問 に 分布す る．

　 栗子 型 花崗岩で最も優白質な粗．〜中粒 の 弱片状 の

含角閃石 黒雲母 ア ダ メ ロ 岩は，背斜 の 中心部 や 盆状

構造 の 中心部 に 分布す る“

　 以．1：の 岩相 分 布 か ら，構 造的 に 岩体 の 周縁 部 か ら

背斜 の 軸部 に 向け て，また 盆状構造 の 周縁部 か ら中

心部 に 向 け て，次第 に 優 白質 とな る傾 向が あ る．こ

の ような傾 向 は，丸山 〔工970， L972）が 阿武隈高原

の 石 川 お よび 較 lrl複合岩体 で ，ま た 大平 （1974）が

同高原の 好間川複合岩体で報告 し た 構造 と岩相変化

の 対
．
応性 に 似 て い る．

　 岩相問の 相 互関係は， トーナ ル 岩 と花崗閃緑岩 と

は 漸 移 関係 を示 す．ア ダ メ ロ 岩 は
一

部 で 岩脈状 に 花

崗閃緑岩 に 貫入 して い るが，稲子 型 の 黒雲母 ア ダ メ

ロ 岩 が 全体的な構造 を切 っ て い る の に 対 し，栗子型

の ア ダ メ ロ 岩 の 分 布 は 全 体 的 な構造 と調和 して い る

こ と ， 三主要 元 素 （ΣFe　20 ．3 ，　 K 　20 ，　 CaO）や 微 量

元 素 （Rb ，　 Sr） の 分 布 に 不 連 続 が な い こ と な ど か

ら ， お そ ら く固結 過 程 に お い て 早期 に 固結 した 花崗

閃緑岩中 に，未 固 結 の ア ダ メ ロ 岩が 脈状 に 入 りこ ん

だ もの で，別 の マ グマ に 由来す る もの で は なか ろ うb
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　本岩体の ト
ーナ ル 岩や 花崗閃緑岩中に は と くに 南

部 で の 背斜構造の 翼 部に、変成岩 を捕獲岩 と して 多

くと り こ む．ま た，こ の 部分 に は 暗色包有岩も多く

観察さ れ る．こ れ らの 伸長方向 は
， 母岩 の 片 状構造

と平行 な配列 を示 す ．

2．稲子型花 崗岩

　 （分布 〉夲地 域 の 北東部 に 分布し，栗 子型 の 花崗

閃緑岩柑 中に 貫入 して い る．

　 （岩相 ）鳥川下流域 で は 弱 い 片 状 を示 す もの の ，

全体 と して は塊状 （時に は 斑 状）の 粗 〜中粒黒雲母

ア ダ メ ロ 岩 で ある．栗子型 の ア ダ メ ロ 岩 とは，塊状

で あ る こ と，角 閃 石 を ほ とん ど 含 ま な い こ と，ア ル

カ リ長 石 が 淡紅色を示 し，部分的 に 1 × 2 α n程度の

斑状 をなす こ と，な どに よ り識別 さ れ る．

　　　　　　　 帯磁率 に よ る 考察

　金谷
・石 原 （1973）は ， 花崗質岩約 1，200 個 の 帯

磁率 を測定 し，その 広域的変化を明 らか に した．そ

れ に よ る と，凵」陰帯，飛騨帯，北上帯で の花崗閃緑

岩 の 平均値40ト 500× 10
−6

（emU ／ g ＞（以 下10’
一『6

お よ び emu ／ g を 省略 ）の 高 い 疋 値 を示 し，同 じく山

陽一苗木帯 ， 阿武隈帯 で70，同 じく西南 日本外帯，

領家帯 で 30の 低 い 値 を示す．さ らに，阿 武隈帯を細

か くみ る と，東側 で 高 く，中央部 で 低 く （ほ とん ど

が 20〜30），西側 の 棚 倉砕 砕 帯近 くで や ・高 く （60
〜8  な る．岩体名で 表わす と ， 好聞 川 ・宮本 ・論

田 の 各岩体 （岩体名 は 加納 ほ か，1973に よ る）な ど

で 低 く，そ して 西部 の 石 川 岩体 で は や ・高 い 値 を示

す．

　今回，朝 日山地 西南部 か らの 花崗岩類に 対して 全

岩相 か ら14⊥個 ， また栗子地域 の 花崗岩類 に 対 して 全

岩相 か ら71個 に対 して，帯磁 率を測定した．測定に

あ た っ て は BIsON3101型 磁化率1，t・1を使 用 し た ．測 定

方法 は ， 金谷 ・石原 （前出）に 従 っ た ．

A．朝 日山地 西南部

　三面岩体を構成す る花崗閃緑岩 ・ア ダ メ ロ 岩か ら

合計 51個 に つ い て 測 定 し た が，そ の Z 値 は ユ0以下 に

全 て 入 り
， 非常 に 低 い 値 を示す こ と が 明 らか と な っ

た ．

　朝 日岩体 を構成す る 諸岩相に つ い て は 90個 に っ い

て 測定 した が，それ らの 値は 3 〜410 と 1幅広 い 範 囲

を示 す．こ れ ら を岩相毎に み る と，塊状 ア ダ メ ロ 岩

を除 くと 全て 50以下 に 入 り，その ほ とん どが 7 〜20

に 集中す る．と こ ろが 塊状 ア ダ メ ロ 岩 （17個 ）は 9

一410の 値を示 す もの の ， 大部 分 は 50〜 200に 入 1），

本地域 で は高 い 値 を示す．こ の 塊状 ア ダ メ ロ 岩体内

の Σ FezO3 含有景の 分布 をみ る と，周縁部 で は 2，5

％以 上 （最高3、58％ ）を含 む が，内部 ほ ど 低 い 値（最

小0．89％）とな る．こ れ に 対 して，X 値 は ， 岩体 の

周縁 ほ ど低 く，岩体 の 中心部 で は 非常 に 高 い f直を示

す．こ の ように，Σ Fe　203 含有量 か らみ て も，卸直

の 分布 か らみ て も帯状 プ ル トン を形成 し，疋値 が 高

い こ と と ともに本岩体 の 特徴 で ある．

　 こ の 塊状アダ メ ロ 岩 と その 分布や岩相 が 密接 に 関

連 して い る変成溶結凝 灰 岩 に つ い て も帯磁率を測定

した 結果 ，
6 〜 150 の 問 に 入 り，本地域 で は 高 い 値

を示 し，帯 磁率か ら は 両者 の 密接な成因的 な 関係 が

暗 示 さ れ る．

B 　栗子地域

　 栗子型花崗岩は，全て 4 − 24に 入 り， 5 〜15の 頻

度 が 最も高 い ．岩体内 で の 変化 は ， 変化幅 が 小さい

た め 明 らか で な い ．稲子型花崗岩は ， 黄鉄 鉱 の 鉱染

をうけ た 1試料 （139）を除 くと，全 て 10以下 に 入 り，

こ れ も栗 子 型 と 同様に 非常に 低 い 値を示 す。

C ．ま とめ

　 朝 日 複合岩体 の 塊状 ア ダ メ ロ 岩 を除 くと，両地域

の 花崗岩類 の 帯磁率は 非常 に 低 い こ とが 特徴で ある．

こ れらの 地域 の もの を他地域 の もの と 比較検討 して

み よ う。栗 子 地 域 の 花 崗岩 類 は，御斎所変成 岩 類 に

その 変成度 か ら類似 して い る母岩 を有す る．花崗岩

類 の 岩相か ら して，好間川複合岩体 と似て い る．先述

した ように，好間川岩体 の 疋 値は非常 に 小 さく，　 栗

子地域 の もの と似 て お 1）　t 両者 の 類 似 性 は帯磁 率 か

らも支持さ れ る．こ れ ら の 低 い 値を示す花崗岩類 は

金谷 ・石 原 （19T3＞の イル メ ナ イ ト系列に属す る．

　一方，朝日 山地 の 朝 日複合岩体は，島津（1964）に

よ る と阿 武 隈帯 の 延長 と も考 え ら れ る 地 域 で もあ
L）　，

また 朝 日 山 地南西部全域 が 上越迸人帯 とも考え られ

る地 域 で あ る．また，須藤 （ユ977）は ， 朝 日山 地 が

上越迸入帯に も阿武 隈帯に も属 さない 地域 と考 え，

本 地 域 を領家帯の 東北 日本 へ の 延 長 地 域 と し，朝日

帯 と命名した ．上越迸 入 帯あ る い は 足尾帯に 分 布す

る 花崗岩類 の 帯 磁率の データーが 乏 し い 現在隣接 地

域 の 対応 は 出来な い もの の ，領家帯 の x値 が低 く， 足

尾帯 に 対比 される山陽
一

苒木帯 の x 値が や ・高 い こ

とか ちす れ ば，須 藤 （前出〉の 推定 に 矛 盾す る もの

で は な い ．また，阿武隈帯の 低 い 部分 の 延長 と考え

て も何 ら矛盾 は な い ．
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　　　　　　 化 学分 析 値 に よ る 考察

　朝 日 山地 西南部 お よび 栗子 地 域 の 花崗岩類 に つ い

て，ΣFe　203 ，　 CaO ，　 K 　20 ，　 TiO2 （い ずれ もwt ．

％），Sr
，
　 Rb （p．p ．m ．〉の 分 析を行 な っ た ．試料

は 帯 磁 率を測 定 した もの と同
一の 岩石 か らの も の

を使用 した （化学分析 だ け行な っ た 試料 もある）．

1．ΣFe　203 と 岩相変化

　MARuYAMA （1968）は，阿 武隈高原鮫 JE］複合岩

体 に お い て ， ま た MARUYAMA （1975）は 石 Jli“R合
岩体 に おい て，岩石 中の ΣFe　203 ，　 CaO などの 含有

量変化 に 注 目し て，岩相変化 と内部構造と の
．
密接な

関連性 を見出した ，同 様の こ と を朝 日 山 地南 西 部 と

栗 子 地 域 で 検 討 して み よ う．朝 日 山 地 に お い て は，

図示 し て な い が ， 三 面 岩体中の 花崗閃 緑岩相中で，

ま た 朝 日岩体 中で は 先述した 塊状 アダ メロ 岩相 中で，

MARuyAMA （1968，エ975）の
「
内部 ほ ど酸性」 を支

持す るパ ター
ン が 得 られ た．しか しなが ら，他 の 岩

相 に つ い て 同様の こ とを検討 した もの の
， 構造的 な

パ タ
ー

ン とは全 く
一

致 しな い ．こ の
一

致 しな い 理由

は，三 面 岩体 の 花崗閃緑岩 も，朝 日岩体 の 塊 状 ア ダ

メ ロ 岩 も，貫 入 時代 が 最 も新しい もの で ，野外で の

　 　 　く 3 ・。 ％

3 ・o − 4 ・5

4 ・5 − 6 ・°

6・o − 7 ・5

7 ・s ＞

　 sample 　 point

第 4 図．栗子 地 域 栗 子 型花 崗岩の ΣFezO3 含 有量 （wt ．
　　　 ％）等値線図．

片状構造 が マ グマ 迸 人 時の もの と関連性 が 強 い の に

対 し ， 他の 岩相中の 構造要素 は む しろ二 次的な構造

要素 （た とえば圧砕作用 に よる片 麻状構造〉が 卓越

し，初生 的 な 迸 入 形 態 が 複 元 出来 な い こ と に 起 因 す

る と 考え られ る．

　第 4 図 は，栗 子 地 域 の 栗 子型 花崗岩に つ い て，岩

体内 で の ΣFezO3 含
「
有量 の 変化 を示 した もの で ある．

図中の 黒 丸点 は，分析に使用 した 試 料採集地点 （合

計84個 ）を示 す。第 3 図中の 構造 と 第 4 図 とを比較

す ると，背斜部や盆状構造 の 中心域 で は 4．5％ 以 下

（場所に よ っ て は 3，0％以 下 ）の ΣFe　203 含有量 を示

す の に 対 し，背斜 の 翼部 や ，背斜 と 向斜 の 中間域 で

は 6．0 ％ 以 上 （場 所 に よ っ て は，7 ．5 ％ 以 上 ）を含

み ， 構造 と の 関係 が 明 瞭 で あ る．

　ΣFe203含有量以 外に，　 CaO ，　 Srに つ い て同様の

こ と を試 み て も，上述 した 結論 とほ ぼ
一

致する．

2．　K／Rb±ヒとCa／Sr上ヒ

　K ／Rb 比 とCa ／Sr比 が マ グマ の 進化と共 に ， あ る

い は岩相 ・岩体間 で，地域間 で どの ように 挙動す る

か を 推定す る た め に ，横軸 に Ca／ Sr比 ，縦軸 に K ／

Rb 比 を と っ た （第 5 図）．点 の 分散が 大 き い もの の ，

巨視 的に み る と，次 の 3 つ の 特黴 が ある．

　（1）三 面岩体 の Ca ／Sr比 の 変化幅 は 他 の もの に 比 べ

て狭 く，点線で 表 わ した曲線よりも左側に ほ と ん ど

入 る．

　  塊状 ア ダ メ v 岩 （朝 日岩体）は，Ca／ Srが 大 き

く な る に つ れ て ， K ／ Rb 比 が減少 す る．

　〔3嘲 日複合岩体 の 塊状 ア ダメ ロ 岩 を除 い た 岩相（図

中の 記号 3 ）と栗 子 地 域 の もの の 間 に は，こ の 図 を

み る 限 り差が な い ．

　TUREKIAN 　 and 　KuLP （1956）は ， 花崗岩類 中の

Ca，　 Sr含有量を求 め ，
　Ca ／Sr比 に つ い て 議 論 した．

その 結果，Ca，　 Srの 含有量 は 両者 ともに 分化過程 で

減 少 す る も の の
，
Ca ／ Sr比 は 増 加す る こ と を示 した ．

また，HE 【ER 　and 　TAYLOR （1959＞は長石類中の

Ca／Sr比 を検討 し，分 化過 程 の 末期 で は Ca／Sr比

が 著 し く増加する こ と を述 べ た．一方，SHAW （1968）

は 花崗岩類 の K／ Rb 比 に つ い て，  マ グマ の 分 化 過

程 を 通 じて K ／Rb 比 は一定 で あ る タ イプ と，  マ グ

マ が 分化する と共 に そ の 比 が 減少す る タ イプ とが あ

る こ と を示 した．ISHIZAKA （1971）は 茨木花崗岩体

で   の 見解を支持 した ．こ れ らの 見解 に 従 うと，両地

域 の 花 崗岩類 の 中 で，塊 状 ア ダ メロ 岩 の み が 最 も普通
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　　　　 第 5 図．朝 H 山地 西 南 部 お よ び栗 子 地 域 の 花 崗岩類の K ／ Rb − Ca／Sr図

1 …三 面 岩 体， 2 …塊状 ア ダ メ ロ 岩 （朝 日岩体 ），3 …塊 状 ア ダ メ ロ 岩以 外 の 朝 日岩 体，4 ・・
…栗予地 域
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の 分化過程 を経 て い る が，そ の 他の 岩相に お い て は

K／ Rb 比 一Ca／ Sr比 の 間 に 明 確 な関係 が な い ．

3．Srお よび Rb含有量

　第 6 図 は ， 朝 日山 地 西南部 （a ）と栗子地域 （b）
か ら の 花 崗岩類 の Rb，　 Sr （p ・p ・m ）含有量 を両対

数 グラ フ 上 に 示 した もの で ある．図 中の AB 線 は，

YANAGI （1975）に よ っ て 西南 日本の 花崗岩類 が 二

分 さ れ る こ とを示 した 線 を示す．また CD 線は 地 殼

Sr

　 Srppmlooo

500

100

50

10

　 Rb
500 　　，000ppm

10 50 　　　　100

第 6 図．logSr （P．P．m ．）− log　Rb （P．P．rn．）図
a 図は 朝 日 山 地 西 南部の もの ，b図 は 栗 壬 地

域 の もの ．

Rbppm

殻 の 平均 Rb ／Sr比 を表わ した もの で あ る．こ の 図か

ら次 の こ とが 明 らか で あ る ．

　 （1） 朝 日 山 地 の 花崗岩類 は AB 線付 近 に プ ッ トロ さ

れるが 栗子地域 の もの はAB 線より左下側 に プ ロ ッ ト

さ れ る．

　   　朝 日 山 地 の もの は Sr，　 Rb 含有量 の 変化 が
，

栗子地域 に 比較 して 大 きい ．

　 YANAGI （1975）は，（1）の ような相 異 はナ分化過

程 で 生ず る の で は な く，花 崗岩類の 根源物質 に 由来

す る もの と考えた．周藤 （1974） は，東北 日本 の 新

生代 の 火山岩類 をも と に ，
Sr随 が O、7055よ り高い 地

域 をHzONE ，低 い 地域 をL　ZONE とした．柴 田 ・

石 原 （1977）は，自 亜 紀深 成岩類 の Srl値 か ら H

ZONE とLZONE を考え， 棚倉破 砕 帯付近 が 両者 の 境

で あ る と し， 東北 日本 の Lzone は 棚倉破砕帯以 東と

した ．− E，丸山 （1979）は，南部 阿武隈高原 で は ，

　時代 と と も に 花 崗岩類 の Srl値 が 少 しつ つ 高 くな

る傾 向 を指摘 した．こ れ ら の こ とか ら，Srl値 は 時代

とともに 変化 し，Lzone ，　 H 　 zone の 境界線 も移動

する 可 能性 が 推定出来る．しか し南 部阿武隈高原 の

A亜 紀 花崗岩類 の Srl値は 0．708 とい っ た 高 い 値 を示

さず，棚倉破 砕帯 を隔 て て の 白亜紀 の 深部構造 は 異

な っ て い た と 考え ら れ る．こ の 深部構造 の 相異 （い

い か え る と花 崗岩類 の 根 源物質）が Sr
，
　 Rb の 含有

量 の パ ターン の 差 に 表 わ れ た と い 之る。

3．　Rb87／ Sr86上ヒ

　従来か ら、Sr同位体岩石 学 で は SrI値の 重要性 は 多

くの 研 究者 に よ り強調 さ れ て き て い る．今問 題 に し

て い る両地域 に はSrl値 の デ ーターが ほ とん ど な い

た め に ，Srl値の 議論 は 出来 な い ．

　南部阿武隈高原 の 花 崗岩類 の 年代を測定して い た

筆者 の
一

人MARUYAMA （1975 ）は ，た また ま ， 同地 域

の 花崗岩類 の Rb 　87／Sr86比が 小 さ い こ と を指摘 し，

領家帯の 花崗岩類 と の 相異性 を報告 した ．Rb，　Srに

関す る デ
ー

タ
ー

が 増加 した 現 段 階 で，朝 日地 域 と栗

子 地 域 の 地 体構造 区分 の 立 場 か ら， 西南 日 本 の 山 陽

一
苗木帯 ， 領家帯，東北 日本の 南部阿武隈高原の デ

ー
タ
ー

を整理 し， 栗子地域 ・朝 日 山 地西南部か ら の

もの と と もに ，第7 図 に 頻度分 布 と して 示 した ．山

陽
一

苗木帯 の デ
ー

タ
ー

は ，
ISHIZAKA （1971 ），YANA ．

G 【 （1975），SEKI （1978）か ら引用 した が ，
い ずれ

も花崗岩類 に 限定 した．領家帯の デ ーターは，KAGA ．

＊

　 朝 日 山地 の もの と栗子 地 域 の もの で は 若 干 の オ
ー一バ ー

ラ ッ

　　プ が あるが ，これ は （2）の 解 釈 と と もに 次 の 3 で 述 べ る．
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MI （1973），茂野
・
山 口 （1976），南部 阿武隈高

原 の デ
ー

タ
ー

は UENO （1977），MARUYAMA （1978 ），

丸山 （1979）か ら引用 した．こ れ らの デ
ー

タ
ー

も花

崗岩類 に 限定した ．第 7 図か ら各地域 の 特徴 は 次 の

よ つ で あ る．

　山 陽
一

苗木帯 ：Rb87／ Sr86比 が O．6〜1．2 の 間 に

集中す る 他 ，
1．2以上 の もの も30％以上 含 む．

　領家帯 ：Rb87／Srs6比 が 1．2〜3．0の 間 に 50％ も集

　　集 中し，他地域 に 比 較 して 最 もRbに富む パ ター

　　 ン を示す．

　栗子地域 ：Rb　
87
／ Sr　s6比 が 0．3− O．6 の 間に45％

　　集中し，南部 阿 武隈帯 と似 た パ タ
ー

ン を示す．

　　但 しユ．2 〜3．0に もう
一

つ の ピ
ー

クが あ る．こ の

　　小 ピー
クは栗子型花崗岩の 影響に よ る もの で あ

　　 る．

　朝 日 地域 ：Rb 　s7／ Sr86比 が 0 ．3〜0 ，6 と，1．2〜3．0

　　 と 2 つ の ピー
クが み られ る．

　 こ れ らの 事実か ら，栗子地域 の 花崗岩 類は ， 南部

阿 武 隈 高原 の 花 崗岩類 と類似 して い る こ とが 明 白で

あ る．こ の こ とは，先述 して き た 帯磁 率，岩相変化

の パ タ
ー

ン と何 ら矛盾 しな い し，島津 （ユ964）の 構

造区分 と も一致す る．

　さ て ，問題 は 朝 日地域 の パ タ
ー

ン を ど う結 び つ け

るか で あ る．朝 日地域周辺 の デ
ー

タ
ー

は，目下地 質

調査 の 段階 の た め 十分 な議論 は 出来な い の で 詳 しい

検討 は今後 に した い ．しか し，現段階 で 興味あ る事

実が あ る．す なわち第 7 図中の E とFの パ ター
ン が 良

く似 て い る こ とで ある．F の バ タ
ー

ン は，南部 阿武

隈 の 頻度分布 と領家帯の もの と を単純平均して 得 ら

れ た もの で あ る．こ の こ とは ，須 藤 （1977）が 定義

し た朝 日帯の 花崗岩類 が
， 阿武隈帯 と 領家帯 の 両方

の 各岩相 の パ ターン をみ る と，再結晶質 の 強 III麻 状

花崗閃緑岩 や ，部分的 に 再結晶構造を伴 な う片麻状

花崗閃 緑 岩 で は，南部 阿 武 隈高原 の Rb87／Sr86比 の

パ ターン と全 く
一

致す るの に 対 し，それ以外の もの

は領家帯 の パ タ
ー

ン に一
致する．また 第 6 図 の 朝 日

地 域 の もの で AB 線か らD側 に 離 れ て プ ロ ッ トされる

点は ， 強片麻状や片麻状 花崗閃緑岩 で あ る．い い か

え る と，RbS7／Sr86比 が 大 きな岩相 は ， 領家帯 の 花

崗岩類 に 似 て い る こ とで ある。朝 日地 域 の 花崗岩類

が 岩相 か ら極め て 領家帯の 花崗岩類 と似 て い る （山

田 直利，私 信 に よ る）事実 は，朝 日地域 に お い て 特

に若 い 花崗岩 類 に つ い て，Rb，　 Srか ら支持 さ れ る，
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　　　　RblSr
第 7 図．Rb87 ／ Sr86比 頻 度 分 布 図

　　　　　　　 ，B …領家帯 （48個 〉，
C …

　　　　　　 ，D …栗 子 地 域 （7ユ個 ），　 E …

　　　　　　 F …領家帯 と 南部 阿 武 隈高 原
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　　　　　　　　　　 結　語

　東北 日本南部 に お け る後期中生代酸性活動 の 性格

を知 る た め に，朝 日 山 地 西南部 と栗子地域 に つ い て，

簡単な記載 と と もに ，帯磁 率，岩相 変化 と内 部構造，

Rb ・Sr含有量 ，
　 RbF／

「

　Sr　as 比 に つ い て 検討 した ．そ

の 結果 次 の 事 が 明 らか に な っ た、

　（1｝．朝 日 山地 の 塊状ア ダ メ ロ 岩 を除 く と，両地 域

の 花崗岩類 は 金谷 ・石 原 （1973）の イ ル メ ナイ｝系

列 に 属す る．

　  。岩相変化 と内部構造 は
，

二 次 的変 形 作用 や 変

成 作用 を伴 な わ な い 岩相 に お い て は ， 強 い 相関関係

が 認め られ る，

　〔3）．Rb，　 Sr含有量は，朝 日山地 と栗子地域 で 異な

る．こ れ は 花 崗 岩 類 の 根 源 物 質の 差に よ る もの と推

定 され る．

　〔4）．RbP／
「

　Sr　S6 比 か ら ， 栗子地域 は 阿武隈帯 に 対

比 され るが ， 朝 日山地 の 古い 花崗岩 は 阿武隈山地 の
，

朝 日山地 の 若 い 花崗岩は領家帯花崗岩類の 特徴を示

す．
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